
水と緑の森づくり事業による森林整備後５年経過の評価（事務局案） 

平成 29 年度みどりの森再生事業 

（１）目指す森林の姿

過密人工林や侵入竹林などにおいて、整理伐を行って広葉樹の自然侵入を促進す

るなどして、スギと広葉樹の混交林に誘導し、水土保全機能や生物多様性の保全な

ど公益的機能の維持・向上と長期的な木材資源確保とが両立する人工林を目指す。 

（２）評価対象

平成 29 年度事業実施地区 17 地区（20 箇所）・53ha（詳細別添シートのとおり） 

（３）評価方法

森林整備施工地において、整備前の荒廃状態が解消されたかや、広葉樹の侵入状

況等で評価 

（４）調査結果

①過密人工林整理地

施工地では、1ha あたり 1,300～5,600 本の広葉樹の侵入が見られ、ウワミズザク

ラ、エゴノキ、リョウブなどの高木が徐々に優占度を高めてきており、残存するス

ギとの混交林化が進みつつある。

②侵入竹林整理地
施工地では、1ha あたり 1,400～6,300 本の広葉樹の侵入が見られ、ホオノキ、ヤ

マモミジ、ソヨゴなどの高木が徐々に優占度を高めてきており、混交林化が進みつ
つある。

（５）評価結果（事務局案）

平成 29 年度みどりの森再生事業による森林整備後５年経過の評価

達 成 ほぼ達成 未 達 成 

別紙の評価判定シートのとおり、各整備箇所について判定基準に従い評価したと

ころ、「達成」が 17 箇所、「ほぼ達成」が 3 箇所であった。 

①過密人工林整理地については、下層植生が乏しく土砂流出等の危険性の高い状態

が解消されている。

②侵入竹林整理地については、竹の侵入による下層植生の被圧・枯死が解消されて

いる。

③いずれの施工地においても広葉樹が侵入し、混交林化が進みつつあることから、

水土保全機能等の公益的機能の向上が図られている。

以上のことから、平成 29 年度事業実施地については、事業目的を「達成」してい

ると評価できる。 

（６）今後の対応

混交林化に向けては、侵入した広葉樹の生育状況を今後も引き続き調査していく

必要がある。 

資料２－２ 
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参考 

みどりの森再生事業による整備種ごとの森林状況の変化のイメージ 

 

 

過密人工林整理 

整備前 整備後 現在の姿 将来像

形状や生長の悪い木を中心に

抜き切り 

混交林化 

複層林化 

広葉樹の侵入 
現地状況により 
一部植栽 

侵入竹林整理 

整備前 整備後 現在の姿 将来像

スギ人工林内に侵入した竹を

伐採 

混交林化 

複層林化 

広葉樹の侵入 
現地状況により 
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みどりの森再生事業評価判定シート

整備前
５年

経過後

整備前 整備後 ５年経過後
成立本数
(本/ha)

樹種
樹高
（ｍ）

森林整備
の効果

高木性木
本類の密
度

高木性木
本類の成
長

下層植生
による植
被率

点数 達成度

過密
人工林

8.4ha 無 1,100 600 2,200
ウワミズザク
ラ、ヤマモミジ
など

140～380 ◎ ○ ○ ◎ 10 達成

侵入
竹林

0.4ha 無 300 300 3,200
エゴノキ、シロ
ダモなど 110～190 ◎ ◎ △ ◎ 10 達成

2 入善町 舟見
過密

人工林
1.3ha 無 1,400 700 2,100

エゴノキ、アカ
シデなど 180～320 ◎ ○ ○ ◎ 10 達成

3 黒部市

宇奈月
町舟見
明日音
沢外

過密
人工林

6.5ha 無 900 500 1,300
アオハダ、ハ
リギリなど 110～190 ◎ △ △ ◎ 8 ほぼ達成

過密
人工林

4.2ha 無 1,700 900 2,500
リョウブ、コシ
アブラなど 100～800 ◎ ○ ◎ ◎ 11 達成

侵入
竹林

2.2ha 無 400 400 2,000
ホオノキ、シロ
ダモなど 100～230 ◎ ○ ○ ◎ 10 達成

5 滑川市
東福寺
外

侵入
竹林

0.8ha 無 300 300 1,400
オニグルミ、ク
サギなど 100～450 ◎ △ ◎ ◎ 10 達成

植栽の
有無

広葉樹

定点観測写真

No. 市町村名 地区名
整備
面積

1 朝日町 境外

4

作業種

魚津市 鉢外

評価項目

スギ

５年経過後

成立本数
(本/ha)

評　価
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みどりの森再生事業評価判定シート

整備前
５年

経過後

整備前 整備後 ５年経過後
成立本数
(本/ha)

樹種
樹高
（ｍ）

森林整備
の効果

高木性木
本類の密
度

高木性木
本類の成
長

下層植生
による植
被率

点数 達成度

植栽の
有無

広葉樹

定点観測写真

No. 市町村名 地区名
整備
面積

作業種

評価項目

スギ

５年経過後

成立本数
(本/ha)

評　価

6 富山市 水須
過密

人工林
4.0ha 無 1,200 700 1,300

クリ、ヤマモミ
ジなど 100～200 ◎ △ ○ ◎ 9 ほぼ達成

過密
人工林

3.4ha 無 1,400 800 1,800
ヤマモミジ、ク
サギなど 100～200 ◎ ○ ○ ◎ 10 達成

侵入
竹林

0.8ha 無 300 300 3,600
ウワミズザク
ラ、ハウチワカ
エデなど

100～160 ◎ ◎ △ ◎ 10 達成

8 上市町 東種
過密

人工林
3.1ha 無 1,900 1,100 1,700

エゴノキ、イタ
ヤカエデなど 120～340 ◎ ○ ○ ◎ 10 達成

9 立山町 白岩外
侵入
竹林

0.4ha 無 400 400 1,800
ヤマモミジ、ヤ
マグワなど 120～360 ◎ ○ ○ ◎ 10 達成

10 高岡市
西広谷
外

侵入
竹林

0.4ha 無 300 300 6,300
ウワミズザク
ラ、ヤマグワ
など

120～280 ◎ ◎ ○ ◎ 11 達成

11 氷見市 柿谷外
侵入
竹林

2.1ha 無 500 500 1,600
ミズナラ、シロ
ダモなど 100～180 ◎ ○ △ ◎ 9 ほぼ達成

7 富山市
八尾町
下仁歩
外
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みどりの森再生事業評価判定シート

整備前
５年

経過後

整備前 整備後 ５年経過後
成立本数
(本/ha)

樹種
樹高
（ｍ）

森林整備
の効果

高木性木
本類の密
度

高木性木
本類の成
長

下層植生
による植
被率

点数 達成度

植栽の
有無

広葉樹

定点観測写真

No. 市町村名 地区名
整備
面積

作業種

評価項目

スギ

５年経過後

成立本数
(本/ha)

評　価

12 小矢部市
道坪野
外

侵入
竹林

1.7ha 無 300 300 3,200
クマノミズキ、
エゴノキなど 180～350 ◎ ◎ ○ ◎ 11 達成

13 射水市
入会地
外

侵入
竹林

0.6ha 無 500 500 5,600
ホオノキ、アカ
メガシワなど 100～600 ◎ ◎ ◎ ◎ 12 達成

14 砺波市
正権寺
外

侵入
竹林

2.0ha 無 300 300 4,000
ソヨゴ、コシア
ブラなど 100～160 ◎ ◎ △ ◎ 10 達成

15 南砺市 岩木外
過密

人工林
4.0ha 無 1,300 800 5,600

リョウブ、アオ
ハダなど 100～160 ◎ ◎ △ ◎ 10 達成

16 南砺市 井波外
過密

人工林
2.3ha 無 1,600 1,000 4,000

ウワミズザク
ラ、ホオノキな
ど

100～180 ◎ ◎ △ ◎ 10 達成

17 南砺市 城端
過密

人工林
4.4ha 無 1,700 1,000 3,200

エゴノキ、ウワ
ミズザクラなど 140～240 ◎ ◎ ○ ◎ 11 達成

52.9ha合計 17地区（20箇所）
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みどりの森再生事業評価判定シート

整備前
５年

経過後

整備前 整備後 ５年経過後
成立本数
(本/ha)

樹種
樹高
（ｍ）

森林整備
の効果

高木性木
本類の密
度

高木性木
本類の成
長

下層植生
による植
被率

点数 達成度

植栽の
有無

広葉樹

定点観測写真

No. 市町村名 地区名
整備
面積

作業種

評価項目

スギ

５年経過後

成立本数
(本/ha)

評　価

◆評価の集計

達成度 評価基準

達　成 10ポイント以上  17箇所 (40.3ha)

ほぼ達成 8～9ポイント  3箇所 (12.6ha)

未達成 7ポイント以下  0箇所 (0.0ha)

　箇所数　　　 （面　積）

◆判定の基準

目安とする１ha
あたりの本数

◎ 3
・過密状態が解消され健全
・流木等の発生の危険性が解消

・将来的に残存が期待できる
　高木性広葉樹が十分に存在

3,000本/ha以上
・最大樹高が4ｍ以上
　今後も成長を続け、残存する可能
　性がきわめて高い

・林床がほぼ全面的に下層植生に
　被われており、水土保全機能が
　非常に高い

○ 2
・過密とは言えない程度に解消
・流木の発生の危険はほぼ解消

・将来的に残存が期待できる
　高木性広葉樹が存在

1,500本/ha以上
・最大樹高が2ｍ以上
　草本類による被陰がほぼ解消され､
　残存する可能性が高い

・林床の７､８割程度下層植生に被
　われ、水土保全機能がある程度
　高い

△ 1
・当面の間の荒廃状態は解消さ
　れたが、再整備が必要

・高木性広葉樹がある程度
　存在

1,500本/ha未満
・最大樹高が1ｍ以上
　今後も生長が期待でき、残存が
　期待できる

・林床の半分程度で下層植生に被
　われていない箇所も見られるが､
　問題とならない

× 0
・森林状態に改善が見られない
・更なる整備が必要

・高木性の広葉樹の発生が
　ほとんど見られない

0本/ha
・高木性広葉樹の樹高生長が見ら
　れない

・下層植生がほとんど見られず、
　土砂流出等の危険がある

判定 ポイント

判定基準

森林整備の効果 高木性木本類の密度 高木性木本類の成長 下層植生による植被率
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